
保育士等向け先天性風しん症候群対策研修会の開催要領 

 

１ 開催目的 

  乳幼児と関わる機会の多い保健師や保育士を対象に先天性風しん症候群※及び感染症

対策全般にかかる理解を深めることで、先天性風しん症候群の早期発見と、り患児やその

保護者に対する適切な対応を可能とする。 

また、医療分野はもとより保健・保育分野における予防接種の重要性の認識を高める。 
 
※先天性風しん症候群とは…妊婦、特に妊娠初期の女性が風しんにかかると、おなかの中の赤ちゃんが 

風しんウイルスに感染し、難聴、心疾患、白内障、また精神や身体の発達の遅れ等の障がいをもって産 

まれる可能性があります。これらの障がいを先天性風しん症候群といい、り患児は概ね生後１年程度ウ 

イルスを排出するため、周囲への二次感染の怖れや、何年も経った後に障がいの症状が出る場合もあ 

ることから、保健や保育の現場での感染予防や早期発見の視点といった認識が重要となります。 

 

２ 日時、内容、講師及び場所 

 日時（予定） 内容（予定） 講師等 場所 

平成 26 年 

９月 18 日 

（木） 

14:00 

～14:30 

感染症防止対策等につ

いて 

（仮題） 

大阪府健康医療部

保健医療室 

医療対策課参事 

田邉 雅章 

大阪赤十字会館 

３階３０１会議室 

14:30 

～15:40 

保育現場における先天

性風しん症候群への対

応（仮題） 

【概要】 

保育士として、また先天

性風しん症候群の子ど

もの保護者としての立

場から、具体的な対応

や支援について講演 

風疹をなくそうの会

『hand in hand』 

共同代表(保育士)      

西村 麻依子 氏 

15:40 

～16:00 

意見交換、演習他 － 

 

３ 参加費 

  無  料 

 

４ 対象者 

保育士等児童福祉施設に勤務する職員 

市町村児童福祉行政を担当する関係者 

 

５ 参加申込    

別紙参加申込書により、９月５日（金）までにメール又は FAXにて、ご回答ください。 

  ※参加者多数の際は、調整をさせていただく場合がございます。 

 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ先】 

大阪府健康医療部保健医療室 

医療対策課感染症Ｇ  木村 

電話 ０６－６９４４－９１５６ 

Fax  ０６－６９４１－９３２３ 

mail:iryotaisaku-g03@gbox.pref.osaka.lg.jp 

 



（別紙参加申込書）     医療対策課感染症グループ あて 

 

保育士等向け先天性風しん症候群対策研修会への参加申込書 

 

 
 

担当者所属及び氏名                                  

 

連絡先（Tel）                                        

  

【参加者】 

課名 職   名 氏   名 

Ｅ－ｍａｉｌ    

   

     

     

 

 開催日時    平成２６年９月１８日（木）  １４：００～１６：００ 

    開催場所    大阪赤十字会館３階３０１会議室 （大阪市中央区大手前２－１－７） 

 

 

大阪赤十字会館 


